
Vol.

128

秋
令和５年

2023

南
木
曽
町

木
曽
川
発
電
史
の
名
残
を
と
ど
め

　一
〇
一
年
の
時
を
刻
む

　桃
介
橋

南
木
曽
町

木
曽
川
発
電
史
の
名
残
を
と
ど
め

　一
〇
一
年
の
時
を
刻
む

　桃
介
橋

木曽三川　歴史・文化の調査研究資料

1

地

　域

　の

　歴

　史

脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
伝
統
工
芸

3

地
域
の
治
水
・
利
水

蛇
抜
け
災
害
と
近
年
の
砂
防
対
策

5

歴

　史

　記

　録

高
須
輪
中
の
排
水
史

　第
二
編

高
須
輪
中
か
ら
の
悪
水
排
水
路
の
請
願

8

研

　究

　資

　料

桑
名
城
下
町
の
食
と
川
の
恵
み

高
知
市 

民
権
・
文
化
財
課 

任
期
付
専
門
員

（
前
桑
名
市
ふ
る
さ
と
多
度
文
学
館 

館
長
補
佐
）

　斉
藤

　理



1

地域の歴史

一
．
蘭
村
に
伝
わ
る
「
蘭
桧
笠
」

南
木
曽
町
は
、
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
一
月
、

読よ
み

書か
き

村
、
吾あ

妻づ
ま

村
、
田た

立だ
ち

村
の
三
村
が
合
併
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
三
村
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
明
治
七

（
一
八
七
四
）
年
に
与よ

川が
わ

村
、
三み

留ど

野の

村
、
柿か

き

其ぞ
れ

村
が

合
併
し
て
読
書
村
が
で
き
、
さ
ら
に
同
年
に
妻つ

ま

籠ご

村
と

蘭
村
が
合
併
し
て
吾
妻
村
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
田
立

村
は
、
山
口
村
と
の
合
併
分
離
を
経
て
明
治
三
十
（
一

八
九
七
）
年
に
田
立
村
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
蘭
村
（
現
：
蘭
地
区
）
を
中
心
に
生
産
さ
れ
て

い
た
の
が
「
蘭
桧
笠
」
で
す
。
寛か

ん

文ぶ
ん

二
（
一
六
六
二
）

年
、
飛
騨
の
落
辺
と
い
う
地
域
か
ら
移
住
し
て
き
た
人

に
よ
っ
て
技
法
が
伝
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
、
当
初
は
「
お

ち
べ
笠
」、
「
蘭
笠
」、
「
板
笠
」
の
別
名
も
存
在
し
ま
し

た
。
桧
笠
の
製
作
は
、
（
桧
を
薄
く
削
っ
て
細
長
い
短

冊
状
に
し
た
）
ひ
で
を
作
る
作
業
か
ら
始
ま
り
、
ひ
で

を
手
作
業
で
丁
寧
に
編
ん
で
い
き
ま
す
。
多
く
が
農
家

の
冬
の
副
業
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
八
十
八
夜
を
過
ぎ

る
と
農
事
に
か
か
る
の
が
通
例
で
し
た
。

当
初
は
数
戸
の
住
民
に
よ
っ
て
作
り
始
め
た
も
の
で

し
た
が
、
需
要
の
高
さ
か
ら
瞬
く
間
に
広
が
り
、
元げ

ん

禄ろ
く

三
（
一
六
九
〇
）
年
頃
は
十
数
万
蓋が

い

の
桧
笠
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
元
々
、
飛
騨
の
桧
笠
は
「
蘭
の
木
（
イ

チ
イ
の
木
）
」
で
作
ら
れ
て
お
り
、
蘭
村
に
お
い
て
も
同

じ
材
料
で
多
少
作
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
蘭
の
木

が
村
に
多
く
生
息
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ひ
で
に
加

工
し
や
す
く
、
身
近
で
簡
単
に
手
に
入
る
材
料
と
し
て
、

ヒ
ノ
キ
が
代
わ

り
に
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、

宝ほ
う

永え
い

五
（
一
七

〇
八
）
年
、
尾

張
藩
に
よ
る
森

林

保

護

政

策

「
停

ち
ょ
う

止じ

木ぼ
く

制
度
」

に
よ
っ
て
ヒ
ノ

キ
、
サ
ワ
ラ
、

ア
ス
ナ
ロ
、

ネ
ズ
コ
、
コ

ウ
ヤ
マ
キ
の

「
木
曽
五
木
」

の
伐
採
が
禁

止
さ
れ
た
た

め
、
ヒ
ノ
キ

に
代
わ
る
も

の
と
し
て
停

止
木
以
外
の

モ
ミ
や
ツ
ガ

を
使
っ
て
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
量
は
激
減
し
ま
し
た
。
明

治
に
入
り
、
木
曽
五
木
の
統
制
が
と
け
る
と
桧
笠
の
生

産
量
は
復
活
し
、
最
盛
期
の
明
治
後
期
に
は
百
万
蓋
近

く
の
桧
笠
が
作
ら
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

愛
知
、
岐
阜
、
大
阪
、
群
馬
、
埼
玉
方
面
へ
と
広
く
売

り
出
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
っ
て
需
要
は
次

第
に
減
っ
て
い
き
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
以
後
の

生
産
量
は
最
盛
期
の
三
分
の
一
以
下
に
減
少
し
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
統
技
法
に
よ
る
手
編
み
の
良

さ
や
優
れ
た
機
能
性
な
ど
か
ら
、
令
和
と
な
っ
た
今
で

も
御
嶽
山
の
登
山
、
天
竜
川
の
船
下
り
な
ど
で
実
用
笠

と
し
て
使
用
し
た
り
、
妻
籠
宿
や
馬ま

籠ご
め

宿
な
ど
の
観
光

客
が
装
飾
品
と
し
て
買
い
求
め
た
り
と
根
強
い
人
気
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

蘭
桧
笠
に
は
、
上
級
者
し
か
作
れ
な
い
独
特
の
編
み

技
術
が
光
る
最
上
級
品
「
上
九
天
」
を
は
じ
め
、
最
も

一
般
的
な
桧
笠
「
ち
ょ
ん
ぼ
り
」、
色
の
異
な
る
「
ひ

で
」
を
編
み
込
ん
だ
笠
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、

近
年
で
は
桧
笠
の
手
編
加
工
技
術
と
桧
の
抗
菌
性
・
脱

臭
効
果
を
活
か
し
た
靴
の
中
敷
き
が
開
発
さ
れ
る
な

ど
、
新
た
な
製
品
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

二
．
木き

地じ

師し

の
集
落
が
残
る
、

　
　
吾
妻
漆
畑

南
木
曽
町
に
伝
わ
る
「
ろ
く
ろ
細
工
」
は
、
無
垢
の

厚
い
板
や
丸
太
を
ろ
く
ろ
で
回
転
さ
せ
な
が
ら
カ
ン
ナ

蘭檜笠の代表作。「上九天」（右奥）、「尺三
三角」（手前）、「ちょんぼり」（左奥）
〈出典 :信州の伝統的工芸品「蘭檜笠」編〉

編組み（笠の頭を作る段階）の様子
〈出典:信州の伝統的工芸品「蘭檜笠」編〉

脈々と受け継がれる伝統工芸

南な

木ぎ

曽そ

町ま

ち

は
長
野
県
の
南
西
部
、
木
曽
谷
の
南
端
に

位
置
し
、
町
の
中
央
に
は
木
曽
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

町
内
は
九
十
四
％
が
森
林
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
う
ち

七
割
が
国
有
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

耕
地
の
少
な
い
こ
の
地
域
は
、
か
つ
て
宿
屋
の
営
業

や
山
仕
事
の
他
、
良
質
な
木
材
を
活
か
し
た
特
産
品
の

生
産
で
生
活
の
糧
を
得
て
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
蘭

あ
ら
ら
ぎ

桧
笠
や
南
木
曽
ろ
く
ろ
細
工
、

田
立
和
紙
な
ど
数
々
の
伝
統
工
芸
が
誕
生
し
、
そ
の
匠

の
技
や
自
然
と
融
合
し
た
美
し
さ
は
今
も
な
お
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

木地師の里で受け継がれるろくろ細工
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で
挽
い
て
形
を
削
り
出
す
伝
統
技
術
の
こ
と
で
、
「
挽ひ

き

物も
の

」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
木
か
ら
で
き
た
椀
や
盆

を
「
木
地
」
と
言
い
、
そ
れ
ら
を
作
る
職
人
の
こ
と
を

「
木
地
師
」
と
呼
び
ま
す
。

平
安
時
代
、
文も

ん

徳と
く

天
皇
（
在
位
八
五
〇
〜
八
五
八
）

の
第
一
皇
子
で
あ
る
惟こ

れ

喬た
か

親
王
が
皇
位
継
承
に
敗
れ
、

滋
賀
の
山
中
に
隠
棲
し
た
際
に
、
ろ
く
ろ
で
木
地
を
挽

く
技
を
編
み
出
し
、
家
臣
の
小お

椋ぐ
ら

大お

臣と
ど

実さ
ね

秀ひ
で

と
大お

お

蔵く
ら

大お

臣と
ど

惟こ
れ

仲な
か

に
技
法
を
伝
授
し
て
ろ
く
ろ
製
品
の
製
作
に
あ

た
ら
せ
た
の
が
、
木
地
師
・
木
地
屋
の
始
ま
り
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
木
地
師
・
木
地
屋
は
当
時
、
宮
廷
の
奉

仕
に
服
し
た
の
で
、
そ
の
後
、
諸
国
を
自
由
に
往
来
し

て
木
地
職
渡
世
を
す
る
特
権
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

史
料
に
よ
る
と
、
南
木
曽
町
で
は
宝
永
元
（
一
七
〇

四
）
年
以
前
か
ら
木
地
挽
き
が
行
わ
れ
て
お
り
、
享

き
ょ
う

保ほ

十
三
（
一
七
二
八
）
年
ま
で
木
地
師
た
ち
が
住
み
、
ろ

く
ろ
を
挽
い
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

木
地
師
た
ち
が
木
曽
を
離
れ
た
の
は
尾
張
藩
の
森
林
保

護
政
策
の
波
を
受
け
た
た
め
で
、
再
び
戻
っ
て
き
た
の

は
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
間
、
木
地
山
再
開
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
た
記

録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
聞
き
届
け
ら
れ
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
吾
妻
村
役
場
の
文
書
の
中
に
、
明
治
六

（
一
八
七
三
）
年
七
月
、
近
江
国
愛え

知ち

郡
君
之
畑
村
か

ら
一
戸
四
人
の
寄き

留
り
ゅ
う

届
（
木
地
渡
世
に
つ
き
、
当
七
月

よ
り
来
る
子
年
五
月
ま
で
四
か
年
の
問
寄
留
）
が
出
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
後
も
木
地
職
関
連
の
寄
留
届
が
い
く

つ
か
続
い
て
い

ま
す
。
戻
っ
て

き
た
木
地
師
た

ち
は
い
ず
れ
も

吾
妻
村
に
寄
留

し
、
最
初
は
広

瀬
の
桂
地
籍
に

入
り
、
続
い
て

水
利
が
良
い
漆

畑
に
住
居
を
構

え
、
木
地
師
の

集
落
（
現
在
の

木
地
師
の
里
）

が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

木
地
師
の
里
は
、
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
に

国
の
伝
統
的
工
芸
品
の
産
地
に
指
定
さ
れ
、
千
年
以
上

の
伝
統
を
今
も
木
地
師
た
ち
が
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
伝
統
の
ろ
く
ろ
挽
き
の
集
落
は
、
漆
畑
の
み
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
．
田
立
村
の
経
済
を
支
え
た

　
　「
田
立
和
紙
」

田
立
地
区
（
旧
：
田
立
村
）
は
古
く
か
ら
「
和
紙
の

里
」
と
し
て
知
ら
れ
、
農
家
の
冬
の
副
業
と
し
て
紙
漉

き
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
始
ま
り
は
定
か
で
は
な
い

で
す
が
、
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
、
木
曽
を
支
配
し

て
い
た
尾
州
藩
の
巡
見
役
人
が
田
立
村
の
紙
の
生
産
高

等
を
問
い
た
だ
し
た
記
録
「
尾び

州
し
ゅ
う

御ご

順
じ
ゅ
ん

見け
ん

衆
し
ゅ
う

様さ
ま

御お

尋
た
ず
ね

并
な
ら
び
に

御ご

挨あ
い

拶さ
つ

留と
め

書が
き

」
に
「
山
口
紙
・
田
立
紙
と
て
木
曽
の
内

は
勿
論
、
名
古
屋
ま
で
も
相
知
れ
申
す
事
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
江
戸
時
代
に
は
既
に
「
田
立
和
紙
」
が
名
古

屋
に
ま
で
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
田
立
村
は
温
暖
で
水
利
も
良
く
、
美
濃
紙
の
生
産

地
に
近
い
こ
と
か
ら
、
早
く
か
ら
和
紙
が
漉
か
れ
、
稲

作
、
養
蚕
と
と
も
に
村
の
経
済
を
支
え
る
重
要
な
産
業

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
に
入
る
と
田
立
和
紙
の
生
産
は
ま
す
ま
す
勢
い

を
増
し
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
に
は
九
十
八
戸
（
当

時
の
田
立
村
全
戸
数
の
約
四
十
％
）
が
生
産
に
従
事
し
て

い
た
と
い
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
紙
漉
き
が
厳
冬
期
に
行

う
辛
い
作
業
で
あ
る
こ
と
や
原
料
と
な
る
楮

こ
う
ぞ

の
減
少
に
伴

い
、
昭
和
に
入
る
と
生
産
量
は
半
減
し
ま
す
。
さ
ら
に
工

場
生
産
の
和
紙
が
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
影
響
で
、
昭

和
五
十
年
代
に
は
生
産
に
従
事
す
る
家
が
一
軒
だ
け
に
な

り
、
昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
に
田
立
か
ら
紙
漉
き

の
後
継
が
完
全
に
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
六
十
年
に
町
が
、
最
後
の
一
軒
に
な
っ

た
紙
漉
き
屋
の
建
物
と
道
具
一
式
の
寄
贈
を
受
け
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
田
立
和
紙
伝
承
の
拠
点
と
し
て
「
田

立
和
紙
の
家
」
を
復
元
し
ま
し
た
。
田
立
和
紙
の
家
を

拠
点
に
し
て
田
立
和
紙
保
存
振
興
会
も
立
ち
上
げ
ら

れ
、
伝
統
あ
る
技
術
を
保
存
し
、
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
活
動
が
現
在
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

南
木
曽
小
学
校
で
は
代
々
、
卒
業
証
書
に
使
う
和
紙

を
生
徒
自
ら
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
統
合
前
の
旧
田

立
小
学
校
時
代
か
ら
続
く
恒
例
行
事
で
、
卒
業
式
を
控

え
た
小
学
六
年
生
が
田
立
和
紙
の
家
に
集
ま
り
、
田
立

和
紙
保
存
振
興
会
の
メ
ン
バ
ー
に
教
わ
り
な
が
ら
、
楮

の
皮
剥
き
や
紙
漉
き
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南

木
曽
町
で
は
敬
老
の
日
に
八
十
八
歳
以
上
の
町
民
に

「
祝
い
状
」
が

送
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
祝

い
状
も
田
立
和

紙
で
作
ら
れ
る

な
ど
、
今
で
も

身
近
に
存
在
し

て
い
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
へ
田
立
の
お
茶
を
贈
呈

本
年
六
月
十
九
日
、
公
益
財
団
法
人
日
本
茶

業
中
央
会
等
が
主
催
す
る
内
閣
総
理
大
臣
へ
の

新
茶
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
国
十
府
県
の
お
茶
生
産
地
か
ら
茶

娘
が
集
ま
り
首
相
官
邸
で
新
茶
を
手
渡
す
も
の

で
す
が
、
長
野
県
か
ら
は
田
立
（
南
木
曽
町
）

出
身
の
南
木
曽
町
観
光
協
会
職
員
が
茶
娘
と
な

り
、
田
立
の
お
茶
「
薫
風
」
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。<提供：南木曽町役場>

■
参
考
文
献

『
南
木
曽
町
誌
　
通
史
編
』

南
木
曽
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
二
年

『
南
木
曽
の
歴
史
　
歴
史
資
料
館
展
示
図
録
』

南
木
曽
町
博
物
館
　
一
九
九
六
年

『
南
木
曽
の
文
化
財
』

南
木
曽
町
教
育
委
員
会
　
二
〇
二
一
年

『
南
木
曽
ろ
く
ろ
細
工
』

南
木
曽
ろ
く
ろ
工
芸
協
同
組
合

『
ぶ
ら
り
な
ぎ
そ
』 

南
木
曽
町
観
光
協
会

『
蘭
村
』 

青
木
芳
郎
　
一
九
五
三
年

天然の美しい木目生かした実用的なろくろ細工
<出典 :南木曽ろくろ細工>

工房や販売店が建ち並ぶ「木地師の里」（漆畑）

町長からのメッセージが書かれた「祝い状」（左）と卒業証書に
使う和紙を自ら作る小学生たち(右)
〈出典 :広報なぎそ431号　2022年11月〉
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地域の治水・利水

蛇抜け災害と近年の砂防対策

木
曽
地
域
は
木
曽
駒
ヶ
根
や
中
央
ア
ル
プ
ス
の
急
峻

な
地
形
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
花
崗
岩
や
石
英
斑
岩
の

地
質
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

花
崗
岩
の
風
化
が
激
し
く
、
複
数
の
断
層
が
発
達
・

並
走
し
、
崩
壊
土
砂
の
流
出
が
多
い
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。

中
で
も
南な

木ぎ

曽そ

町ま

ち

は
、
古
く
か
ら
蛇じ

ゃ

抜ぬ

け
（
土
石

流
）
が
度
々
発
生
し
て
お
り
、
近
年
で
は
平
成
二
十
六

（
二
〇
一
四
）
年
に
「
平
成
の
蛇
抜
け
」
に
よ
り
被
害

を
受
け
、
土
石
流
多
発
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
．
南
木
曽
町
に
お
け
る

　
　「
蛇
抜
け
」

「
蛇
抜
け
」
と
は
木
曽
地
域
に
お
け
る
土
石
流
の
こ

と
で
、
別
名
「
山
つ
な
み
」
と
も
呼
び
ま
す
。
そ
の
名

の
由
来
は
、
土
石
流
の
跡
が
蛇
の
抜
け
殻
に
似
て
い
る
、

あ
る
い
は
大
蛇
が
沢
や
山
を
抜
け
出
し
て
川
や
海
へ
向

か
う
時
に
起
き
る
か
ら
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
あ

る
よ
う
で
す
。

蛇
抜
け
の
特
徴
は
、
土
砂
は
も
と
よ
り
巨
大
な
石
や

木
材
の
切
り
株
、
時
に
は
根
付
き
の
木
な
ど
を
大
量
に

含
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
も
あ
り
、
南
木
曽

町
内
の
蘭

あ
ら
ら
ぎ

川が
わ

や
与よ

川が
わ

な
ど
は
上
流
か
ら
下
流
ま
で
大
き

な
転
石
が
居
座
り
、
過
去
に
蛇
抜
け

が
発
生
し
た
沢
す
じ
や
扇
状
地
帯
に

も
未
だ
に
巨
大
な
石
が
堆
積
し
て
い

る
の
が
目
に
つ
き
ま
す
。

「
蛇
抜
け
」
の
ル
ー
ツ
は
、
縄
文

時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
遺
跡
に

「
縄
文
蛇
抜
け
」
と
呼
ば
れ
る
土
石

流
の
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
南

木
曽
町
は
太
古
の
昔
か
ら
蛇
抜
け
に

悩
ま
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
明
治
以
降
、
記
録
に
残
っ

て
い
る
だ
け
で
も
、
明
治
三
十
七
（
一

九
〇
四
）
年
の
「
吾あ

妻づ
ま

村
の
大
蛇
抜

け
」、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
の

「
広
瀬
の
山
つ
な
み
」、
昭
和
九
（
一

九
三
四
）
年
の
「
読よ

み

書か
き

村
の
集
中
豪

雨
」
な
ど
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）

年
に
発
生
し
た
「
伊
勢
小
屋
沢
の
蛇

抜
け
」
は
、
被
災
地
が
中
学
校
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
大
き
な
課
題
が
残
り
ま

し
た
。
そ
の
後
も
昭
和
三
十
五
（
一

九
六
〇
）
年
、
昭
和
四
十
（
一
九
六

五
）
年
、
昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）

年
、
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
、

昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
と
相
次

い
で
大
規
模
な
蛇
抜
け
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
は
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年
七
月
九
日
に

大
規
模
な
蛇
抜
け
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
平
成

の
蛇
抜
け
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

二
．
平
成
の
蛇
抜
け

　
　（
梨な

子し

沢ざ

わ

土
石
流
災
害
）

平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年
七
月
九
日
の
午
後
五

時
四
十
分
頃
、
南
木
曽
町
読
書
東
町
の
住
宅
地
近
く
を

流
れ
る
梨
子
沢
で
土
石
流
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
「
平
成
の
蛇
抜
け
」
で
す
。
死
者
一
名
、
負
傷
者

「平成の蛇抜け」の土砂流出箇所と「蛇抜（ジャヌケ）」が付けられた地名（現在は消えた箇所もある）
<出典：『南木曽町全図』に南木曽町役場建設環境課建設係の協力を得て作図>

平成の蛇抜け（梨子沢土石流災害）の発生状況　<提供 :多治見砂防国道事務所>
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■
参
考
文
献

『
南
木
曽
町
史
　
通
史
編
』

南
木
曽
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
二
年

『
じ
ゃ
ぬ
け
　
伊
勢
小
屋
沢
そ
の
後
の
45
年
』

南
木
曽
町
　
一
九
九
一
年

「
平
成
26
年
７
月
９
日
　
梨
子
沢
土
石
流
災
害
」

多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
等
　
二
〇
一
九
年

三
名
と
い
う
人
的
被
害
を
は
じ
め
、
全
壊
や
半
壊
と

い
っ
た
建
築
被
害
が
四
十
三
棟
を
数
え
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ

中
央
線
の
鉄
橋
が
流
さ
れ
、
国
道
１
９
号
に
は
大
量
の

土
砂
が
流
れ
込
む
な
ど
、
鉄
道
、
道
路
農
地
へ
の
被
害

も
甚
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

被
災
前
の
様
子
を
見
て
み
る
と
、
当
日
午
後
三
時
頃
、

台
風
八
号
が
九
州
の
西
を
北
東
に
進
ん
で
お
り
、
朝
鮮

半
島
や
東
北
地
方
に
停
滞
す
る
梅
雨
前
線
に
向
か
っ
て

南
か
ら
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が
入
り
、
関
東
甲
信
地
方

で
は
大
気
の
状
態
が
不
安
定
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
昼

過
ぎ
か
ら
夜
の
は
じ
め
頃
に
か
け
て
、
長
野
県
内
の
至

る
と
こ
ろ
で
積
乱
雲
が
発
達
し
、
雷
を
伴
う
非
常
に
激

し
い
雨
が
降
り
続
き
ま
し
た
。

そ
の
豪
雨
に
よ
り
、
三み

留ど

野の

（
南
木
曽
町
読
書
地
先
）

の
観
測
所
で
は
午
後
三
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
の
三
時

間
で
一
一
二
㎜
の
雨
量
を
観
測
し
て
い
ま
し
た
が
、
午

後
五
時
四
十
分
頃
に
は
梨
子
沢
で
土
石
流
が
発
生
し
ま

し
た
。
町
役
場
は
土
石
流
発
生
と
と
も
に
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
、
梨
子
沢
周
辺
に
避
難
指
示
、
三
留
野
地

区
全
域
に
避
難
勧
告
、
蘭
・
妻つ

ま

籠ご

地
区
に
避
難
準
備
情

報
を
発
令
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
初
動
態
勢
と
し
て
避
難
所
の
開
設
・
運
営
、

被
災
状
況
の
把
握
と
応
急
復
旧
に
努
め
た
も
の
の
、
道

路
等
の
法
面
崩
落
、
農
業
や
農
業
施
設
等
の
土
砂
流
入

が
町
内
全
域
に
わ
た
り
、
作
業
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

一
方
、
県
や
国
の
災
害
支
援
に
つ
い
て
は
、
長
野
県

の
県
災
害
対
策
本
部
の
地
方
部
（
木
曽
地
方
事
務
所
・

木
曽
建
設
事
務
所
・
木
曽
保
健
福
祉
事
務
所
）
が
現
地

連
絡
員
と
し
て
職
員
を
派
遣
し
、
町
災
害
対
策
本
部
に

参
画
す
る
こ
と
で
国
・
県
・
町
の
連
絡
調
整
を
進
め
ま

し
た
。
さ
ら
に
木
曽
建
設
事
務
所
、
木
曽
地
方
事
務
所

林
務
課
を
中
心
と
し
た
災
害
調
査
職
員
を
派
遣
し
、
被

災
し
た
砂
防
・
治
山
の
復
旧
対
策
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
で
は
中
部
地
方
整
備
局
、
国
土

技
術
政
策
総
合
研
究
所
か
らT

E
C

-
F
O

R
C

E

（
緊
急
災

害
対
策
派
遣
隊
）
を
派
遣
し
、
被
害
状
況
を
調
査
。
長

野
県
の
要
請
に
よ
り
、
県
道
２
６
４
号
梨
子
沢
の
橋
梁

点
検
や
仮
設
橋
な
ど
を
設
置
し
ま
し
た
。

三
．
梨
子
沢
の
砂
防
効
果
と

　
　
災
害
復
旧

平
成
の
蛇
抜
け
発
生
後
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
土
石
流

は
「
塊
」
に
な
っ
て
か
な
り
高
さ
の
あ
る
状
態
で
流
下

し
て
き
た
と
さ
れ
ま
す
。
一
波
目
の
土
石
流
の
巨
礫
は
、

梨
子
沢
砂
防
堰
堤
（
県
管
理
）
に
よ
っ
て
捕
捉
さ
れ
、

残
っ
た
「
赤
い
水
」
が
流
下
。
梨
子
沢
第
二
砂
防
堰
堤

（
国
管
理
）
を
通
過
し
て
も
な
お
、
激
し
い
側
岸
侵
食

を
伴
い
な
が
ら
土
石
流
は
下
流
へ
と
流
出
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
二
波
目
は
、
梨
子
沢
第
一
砂
防
堰
堤
（
国
管
理
）

を
通
過
後
も
流
路
を
超
え
る
高
さ
で
「
塊
」
状
の
土
石

流
が
波
状
に
次
々
と
流
下
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

巨
礫
と
流
木
の
密
度
が
非
常
に
高
い
状
態
だ
っ
た
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
土
石
流
に
よ
っ
て
、
国
管
理
の
梨
子

沢
第
一
・
第
二
砂
防
堰
堤
は
一
部
破
損
（
ス

リ
ッ
ト
破
損
）、
梨
子
沢
谷
止
工
は
二
基
一

部
破
損
（
袖
部
他
）
。
県
管
理
の
梨
子
沢
砂

防
堰
堤
は
一
基
破
損
・
一
基
一
部
破
損
（
袖

部
他
）、
梨
子
沢
流
路
工
は
破
損
一
式
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、
砂
防
施
設
に
は

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
被
災
か
ら
約
一
ヶ
月
後
の
平
成
二

十
六
（
二
〇
一
四
）
年
八
月
五
日
、
災
害
防

止
を
目
的
に
砂
防
災
害
関
連
緊
急
事
業
お
よ

び
河
川
等
（
砂
防
）
災
害
復
旧
事
業
が
採
択

さ
れ
、
緊
急
工
事
・
復
旧
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

梨
子
沢
の
災
害
復
旧
工
事
に
は
、
国
土
交
通
省
、
林
野

庁
中
部
森
林
管
理
局
、
長
野
県
、
南
木
曽
町
が
連
携
し

て
取
り
組
み
、
梨
子
沢
第
一
砂
防
堰
堤
は
平
成
二
十
七

（
二
〇
一
五
）
年
に
復
旧
完
成
、
梨
子
沢
第
二
砂
防
堰

堤
は
緊
急
的
に
除
石
を
実
施
し
た
後
、
副
堤
を
含
む
砂

防
堰
堤
を
整
備
し
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
六

月
に
完
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
新
た
な
砂
防
施
設
と
し

て
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
三
月
、
梨
子
沢
上

流
に
梨
子
沢
第
三
砂
防
堰
堤
と
梨
子
沢
第
四
砂
防
堰
堤

の
二
基
を
新
設
し
ま
し
た
。

近
年
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）

年
六
月
に
梨
子
沢
第
三
砂
防
堰
堤
で
国
土
交
通
省
多
治

見
砂
防
国
道
事
務
所
、
南
木
曽
町
、
上
松
町
、
大
桑
村

に
よ
る
合
同
施
設
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
国
、
県
、

町
村
の
合
同
点
検
は
こ
の
日
が
初
め
て
で
、
摩
耗
や
ひ

び
割
れ
、
漏
水
の
有
無
と
そ
の
程
度
な
ど
、
点
検
時
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
ド
ロ
ー

ン
や
レ
ー
ザ
ー
距
離
計
な
ど
の
点
検
時
に
使
う
道
具
も

使
用
し
て
、
連
携
を
強
化
し
ま
し
た
。

四
．
南
木
曽
町
の
防
災
の

　
　
取
り
組
み

平
成
の
蛇
抜
け
を
受
け
、
南
木
曽
町
で
は
平
成
二
十

六
（
二
〇
一
四
）
年
七
月
十
四
日
に
「
南
木
曽
町
梨
子

沢
に
お
け
る
土
砂
災
害
警
戒
避
難
に
関
す
る
検
討
会
」

を
開
催
し
て

い
ま
す
。
住

民
の
避
難
す

る
基
準
が
大

幅
に
見
直
さ

れ
、
土
石
流

の
あ
っ
た
梨

子
沢
で
は
二

次
災
害
の
恐

れ
が
あ
る
と

し
て
、
「
一

時
間
の
雨
量
が
一
〇
㎜
に
達
し
た
場
合
」
な
ど
少
な
い

雨
量
で
避
難
勧
告
を
出
す
避
難
基
準
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
対
象
は
梨
子
沢
流
域
の
一
一
五
世
帯
で
、
一
時
間

の
雨
量
が
一
〇
㎜
に
達
す
る
か
、
連
続
雨
量
が
五
十
㎜

を
超
え
る
と
避
難
勧
告
を
発
令
す
る
よ
う
警
戒
体
制
を

強
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
南
木
曽
町
で
は
日
ご
ろ
か
ら
防
災
訓
練
の
実

施
、
砂
防
教
室
の
開
催
、
災
害
慰
霊
碑
の
清
掃
、
献
花

な
ど
、
住
民
の
防
災
意
識
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

も
精
力
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
木
曽
川
砂
防
流
域
で

は
、
小
学
生
の
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
、
「
砂
防
教

室
」、
「
あ
お
ぞ
ら
教
室
」
を
開
催
し
、
自
然
や
地
域
の

歴
史
・
文
化
に
触
れ
な
が
ら
土
砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ
や

砂
防
事
業
の
必
要
性
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

砂
防
を
専
攻
す
る
大
学
院
生
や
大
学
生
を
対
象
と
し

て
、
現
場
見
学
や
実
地
研
修
を
通
し
て
中
山
間
地
域
で

の
砂
防
事
業
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
「
キ
ャ
ン
プ
砂
防
」

も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

南木曽町立南木曽小学校４年生の
『砂防教室』の様子（令和２年12月）
<提供 :多治見砂防国道事務所>

梨子沢第２砂防堰堤の砂防効果
上 :災害発生前(2014/03)
下 : 災害発生後(2014/07/12)
<提供：多治見砂防国道事務所>

犠牲者を偲んで建てられた「平成じゃぬけの碑」
（南木曽町読書　梨子沢橋の上流側）
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歴史記録

前
一
二
七
号
で
は
、
高
須
輪
中
に
お
け
る
悪
水
排
水

対
策
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
圦い

り

樋ひ

の
設
置
と
修
復
や
、

悪
水
路
の
江
下
げ
な
ど
を
経
て
開
発
さ
れ
た
本ほ

ん

阿あ

弥み

輪

中
の
概
要
と
、
未
着
手
に
終
わ
っ
た
油
島
へ
の
排
水
路

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
引
き
続
き
高
須
輪
中
の
悪
水
排
水
対
策

に
つ
い
て
、
地
元
の
有
志
で
あ
っ
た
佐
藤
儀ぎ

左さ

衛え

門も

ん

や

高
橋
示じ

証
し
ょ
う

ら
の
請
願
活
動
を
通
し
て
振
り
返
る
と
と
も

に
、
悪
水
排
水
路
を
伊
勢
湾
ま
で
伸
延
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
根
拠
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
ま
す
。

一
．
は
じ
め
に

高
須
輪
中
の
悪
水
排
水
問
題
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明

治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
代
頃
ま
で
は
、
圦
樋
の
増
改

築
と
排
水
路
の
江
下
げ
で
対
処
し
て
き
ま
し
た
。

明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
に
始
ま
っ
た
木
曽
三
川

下
流
改
修
工
事
に
お
い
て
、
高
須
輪
中
か
ら
の
悪
水
排

水
路
は
輪
中
南
端
か
ら
新
揖
斐
川
左
岸
に
沿
っ
て
設
置

さ
れ
る
計
画
で
し
た
が
、
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）

年
に
養
老
町
大お

お

巻ま
き

に
建
設
さ
れ
た
蒸
気
機
関
排
水
機
場

に
よ
る
機
械
排
水
の
幕
開
に
起
因
し
た
の
か
、
排
水
路

は
設
置
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
．
明
治
改
修
計
画
時
の

　
　
悪
水
排
水
路
計
画

明
治
改
修
計
画
で
は
高
須
輪
中
か
ら
の
悪
水
排
水
の

抜
本
的
解
決
策
と
し
て
、
油
島
南
端
（
海
津
市
海
津
町
）

ま
で
導
い
た
高
須
輪
中
の
悪
水
を
、
長
良
・
揖
斐
の
背

割
堤
（
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
竣
工
）
に
沿
っ

て
新
揖
斐
川
左
岸
の
下
坂
手
（
桑
名
市
長
島
町
）
ま
で

導
水
路
（
以
降
、
悪
水
排
水
路
と
記
す
）
を
設
置
す
る

計
画
が
立
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
悪
水
排
水
路
は
、
図
１
「
木
曽
三
川
改
修
計
画

図
」
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
は
計
画
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は
悪
水
排
水
路

の
工
事
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
明
治

三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
に
高
須
輪
中
の
住
民
を
代
表

し
て
、
佐
藤
儀
左
衛
門
が
悪
水
排
水
路
設
置
の
請
願
書

を
明
治
政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。

三
．
佐
藤
儀
左
衛
門
と
治
水
活
動

請
願
書
を
提
出
し
た
佐
藤
儀
左
衛
門
の
生
家
（
現
海

津
市
平
田
町
）
は
、
代
々
大
地
主
と
し
て
重
き
を
な
し

て
き
た
旧
家
で
し
た
。

佐
藤
儀
左
衛
門
は
、
現
在
の
佐
藤
家
当
主
で
あ
る
鉄

馬
氏
の
祖
父
に
あ
た
り
、
弘こ

う

化か

元
（
一
八
四
五
）
年
生

ま
れ
で
戸
長
を
務
め
、
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
の

郡
制
と
合
併
に
よ
る
海
津
郡
今
尾
町
（
現
海
津
市
今
尾

町
）
の
議
員
選
挙
で
当
選
以
来
、
大
正
十
三
（
一
九
二

四
）
年
ま
で
連
続
七
期
二
十
八
年
間
、
今
尾
町
議
員
を

務
め
て
い
ま
し
た
。

請
願
書
を
提
出
す
る
一
年
前
（
明
治
三
十
四
（
一
九

〇
一
）
年
十
月
）
ま
で
の
、
佐
藤
儀
左
衛
門
の
治
水
に

関
わ
る
役
職
を
列
記
す
る
と
、

①
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
七
月
に
発
足
し
た

「
高
須
輪
中
水
害
予
防
組
合
」
の
議
員
（
定
数
四
十
名
）

で
同
専
務
委
員
（
定
数
二
名
）
と
、

②
従
来
の
土
功
会
に
代
わ
っ
て
同
年
八
月
に
設
立
認

可
さ
れ
た
「
大
江
普
通
水
利
組
合
」
の
議
員
（
定
数
二

十
五
名
）
を
務
め
、
ま
た
、

③
「
締
切
水
利
土
功
会
」
に
同
年
九
月
の
選
挙
で
改

高須輪中の排水史　第二編

高須輪中からの悪水排水路の請願

揖斐川左岸堤旧揖斐川右岸堤

（旧七郷輪中堤）

七郷輪中

新揖斐川右岸堤

油島大橋から見た揖斐川右岸堤の引堤跡

油島

治水神社

七郷輪中

揖斐川右岸引堤

香取川 肱江川

背割堤悪水排水路

揖
斐
川

長
良
川

長
良
川
左
岸
新
堤

下坂手

松ノ木

図１　油島から下坂手まで背割堤沿いに計画された排水路
〈出典 :「木曽三川改修計画図（部分）」（宝光院蔵）に加筆〉
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選
さ
れ
、
さ
ら
に
④
任
意
組
合
と
な
っ
た
「
尾
州
除
組

合
」（
佐
藤
家
蔵
）
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
佐
藤
儀
左
衛
門
は
、
輪
中
の
治
水
に
関
わ

る
仕
事
を
精
力
的
に
担
っ
て
き
た
人
物
で
し
た
。

四
．
高
須
輪
中
水
害
予
防
組
合
の

　
　
活
動

高
須
輪
中
水
害
予
防
組
合
は
、
高
須
輪
中
の
悪
水
排

水
阻
害
の
元
凶
に
関
し
て
、

①
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
の
濃
尾
地
震
に
よ
っ

て
、
揖
斐
川
に
流
入
・
堆
積
し
た
土
砂
に
よ
る
洪
水
時

の
揖
斐
川
の
水
位
上
昇
と
共
に
、

②
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
完
成
し
た
長
良
・

揖
斐
の
背
割
堤
南
端
部
で
の
両
川
合
流
部
で
、
流
水
量

の
多
い
長
良
川
が
揖
斐
川
の
水
位
を
堰
上
げ
、
さ
ら
に
、

③
同
年
に
金か

な

廻
ま
わ
り

輪
中
西
側
の
揖
斐
川
右
岸
に
位
置
す

る
七な

な

郷ご
う

輪
中
（
桑
名
市
多
度
町
）
の
引
堤
（
約
四
㎞
）

工
事
の
竣
工
で
、
引
堤
に
よ
る
幅
広
河
道
端
部
が
下
流

側
の
従
来
の
狭
い
川
幅
に
接
続
す
る
た
め
、
川
幅
の
広

い
区
間
に
滞
留
し
た
流
水
の
流
下
が
妨
げ
ら
れ
る
、

と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
二
月
の
同

組
合
の
通
常
会
で
、
背
割
堤
と
引
堤
に
よ
る
排
水
阻
害

の
程
度
を
調
べ
る
た
め
、
改
修
地
視
察
委
員
五
名
が
選

出
さ
れ
、
佐
藤
ら
委
員
も
視
察
に
同
行
し
ま
し
た
。

な
お
、
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
完
成
し
た

背
割
堤
約
七
・
八
㎞
区
間
（
図
２
参
照
）
は
、
宝
暦
治

水
で
知
ら
れ
た
油
島
・
松
之
木
間
の
①
油
島
締
切
堤
、

②
長
島
輪
中
堤
利
用
区
間
、
③
旧
揖
斐
川
締
切
堤
、

④
上か

み

之の

輪わ

輪
中
堤
利
用
区
間
で
、
現
在
の
伊
勢
大
橋
ま

で
で
し
た
。

同
組
合
の
臨
時
会
が
通
常
会
の
二
か
月
後
の
四
月
に

開
か
れ 

、
「
改
修
後
揖
斐
川
落
悪
水
停
滞
」
と
「
揖
斐

川
通
改
修
新
堤
築
造
法
」
に
関
す
る
議
論
を
経
て
、
実

地
調
査
と
関
係
部
署
と
の
交
渉
の
た
め
の
臨
時
委
員
十

名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
臨
時
委
員
は
、

①
今
尾
町
に
滞
在
し
て
い
た
有
馬
義
敬
技
手
（
明
治

三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
当
時
、
高
須
・
桑
名
両
工
営

所
主
任
）
に
、
揖
斐
川
新
堤
に
関
す
る
意
見
を
陳
述
し

た
の
を
皮
切
り
に
、

②
同
年
五
月
十
三
日
に
岐
阜
県
川
路
知
事
に
、
同
月

十
五
日
に
は
第
四
区
（
名
古
屋
）
土
木
監
督
署
長
の
原

田
貞て

い

介す
け

に
、
輪
中
の
悪
水
停
滞
並
び
に
揖
斐
川
新
堤
に

関
す
る
状
況
を
陳
述
、
さ
ら
に
、

③
翌
十
六
日
に
桑
名
工
営
所
で
有
馬
技
手
に
面
会
、

④
翌
十
七
日
に
岐
阜
県
庁
で
土
木
課
長
よ
り
揖
斐
川

新
堤
設
計
の
仕
様
書
を
閲
覧
し
、

⑤
同
月
二
十
八
日
に
高
須
輪
中
に
関
す
る
揖
斐
川
通

改
修
新
堤
設
計
の
仕
様
書
謄
本
の
下
渡
し
（
下
付
）
の

申
請
書
を
知
事
に
提
出
、

と
精
力
的
に
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
翌
二
十
九
日
に
海
津
郡
会
議
事
堂
で
輪
中
有

志
者
大
会
が
開
か
れ
、
改
修
後
の
揖
斐
川
の
悪
水
停
滞

問
題
と
揖
斐
川
改
修
新
堤
築
造
法
に
関
す
る
件
に
対

し
、
「
今
後
の
輪
中
方
針
」
を
決
定
し
た
、
と
海
津
郡

報
は
記
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
輪
中
有
志
者
大
会
で
の
「
今
後
の
輪
中
方

針
」
の
内
容
は
不
明
で
す
が
、
大
会
か
ら
二
か
月
も
経

た
な
い
同
年
七
月
に
悪
水
排
水
路
設
置
の
請
願
書
が

提
出
さ
れ
て
お
り
、
請
願
書
の
提
出
は
こ
の
大
会
で
決

ま
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

五
．
導
流
堤
と
分
水
堤
の
効
果

一
方
、
前
述
の
よ
う
な
高
須
輪
中
の
排
水
阻
害
を
減

少
さ
せ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
改
修
工
事
担
当
者
は
、

背
割
堤
南
端
部
で
の
長
良
川
に
よ
る
揖
斐
川
へ
の
堰
上

げ
現
象
を
少
な
く
す
る
各
種
施
策
を
行
い
ま
し
た
。
（
図

３
参
照
）
ま
ず
、

①
揖
斐
川
河
口
部
で
の
流
水
の
良
好
な
疎
通
を
維
持

す
る
た
め
、
河
口
部
の
長
良
川
と
揖
斐
川
の
両
低
水
路

（
常
に
水
が
流
れ
る
河
道
部
）
の
浚
渫
を
明
治
三
十
五

（
一
九
〇
二
）
年
度
ま
で
行
い
、
さ
ら
に
、

②
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
に
は
河
口
部
の
水

深
維
持
を
目
的
に
、
揖
斐
川
導
流
堤
（
全
長
三
，
一
〇

四
ｍ
間
）
の
設
置
が
追
加
計
画
さ
れ
、
翌
三
十
九
（
一

九
〇
六
）
年
十
一
月
に
着
手
、
同
四
十
二
（
一
九
〇
九
）

年
度
に
竣
工
し
ま
し
た
。

ま
た
、
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
竣
工
し
た

長
良
・
揖
斐
の
背
割
堤
終
端
部
（
国
道
一
号
線
の
現
伊

勢
大
橋
）
の
下
流
に
位
置
す
る
通
称
「
十

じ
ゅ
う

万ま
ん

山や
ま

」（
現
長

良
川
河
口
堰
周
辺
）
の
寄よ

り

洲す

南
端
が
、
長
良
川
と
揖
斐

川
の
両
低
水
路
の
合
流
点
に
な
る
と
予
測
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
付
近
の
河
床
は
揖
斐
や
長
良
の
流
れ
の
影

響
を
受
け
て
大
き
く
洗
堀
や
堆
積
を
引
き
起
こ
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、

③
「
十
万
山
」
下
流
か
ら
長
さ
約
六
〇
〇
間
（
約
一
，

一
〇
〇
ｍ
）
の
分
水
堤
を
設
置
し
て
、
両
川
の
低
水
路

を
分
断
す
る
こ
と
と
し
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）

年
度
に
起
工
、
同
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
五
月
に
竣

工
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
工
事
に
対
し
て
、
当
時
第
四
区
監
督
署
の

技
師
で
あ
っ
た
名

み
ょ
う

井い

九
き
ゅ
う

介す
け

は
、
「
揖
斐
川
下
流
沿
岸
の

悪
水
へ
の
苦
情
は
導
流
堤
と
分
水
堤
の
設
置
で
跡
を

絶
っ
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

六
．
導
流
堤
と
分
水
堤
の
効
果

安
八
郡
土
倉
村
（
海
津
市
平
田
町
土
倉
）
の
浄
雲
寺

住
職
高
橋
示
証
は
、
木
曽
川
の
治
水
に
心
血
を
注
い
だ

人
物
で
し
た
。
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
三
月
、
高
橋

示
証
は
息
子
詮
証
（
当
時
十
七
歳
一
か
月
）
を
代
理
と 図３　明治改修時の三川河口部

鰻江川

松
蔭

白
鶏

横
満
蔵

十万山
赤
須
賀

国
道
１
号

青
鷺
川

長
島

源
緑

白
鷺

葭
ヶ
須

駒
江

福
豊

赤
地

吉
之
丸

長
地

③分水堤（約 600 間）

②揖斐川導流堤（明治 42 年竣工）

①浚渫工（明治 33 ～ 38 年）

長 良
川

木 曽 川

揖 斐
川

図２　長良・揖斐背割堤の区間図

愛西市

桑名市

④上之輪輪中堤利用区間

③旧揖斐川締切堤

②長島輪中堤利用区間
②長島輪中堤利用区間

①油島締切堤

佐藤儀左衛門〈佐藤家所蔵〉
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明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）

年
七
月
付
の
請
願
書
は
、
宛
名

が
行
政
官
の
長
・
大
蔵
大
臣
名

と
な
っ
て
お
り
、
正
規
の
手
続

き
を
踏
ん
で
い
ま
し
た
が
、
紹

介
議
員
を
介
し
た
か
否
か
は
現

時
点
で
は
不
明
で
す
。

同
年
十
二
月
九
日
、
第
十
七

回
帝
国
議
会
が
開
院
し
、
十
三

日
に
本
会
議
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
衆
議
院

の
請
願
委
員
会
は
、
開
議
以
前

の
十
日
に
委
員
四
十
四
名
を
選

出
し
、
翌
十
一
日
に
委
員
長
選

出
、
十
二
日
に
は
請
願
委
員
を

五
つ
の
分
科
に
分
け
て
、
本
会

議
に
備
え
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
会
議
二
日
目

の
十
六
日
の
会
議
後
、
二
回
の
停
会
（
計
十
二
日
間
）

を
経
て
、
二
十
八
日
に
開
議
後
わ
ず
か
三
日
目
で
解
散

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
第
十
七
回
の
請
願
書
表
は
、
衆
議
院
・
貴
族
院

と
も
に
国
立
国
会
図
書
館
で
欠
号
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

各
院
へ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
強
く
、
請
願
書

が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
た
か
疑
問
が
残
り
ま
す
。

そ
の
後
悪
水
排
水
路
は
、
改
修
工
事
終
了
か
ら
二
十

四
年
を
経
た
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
に
開
始
し
た

木
曽
川
下
流
増
補
工
事
の
一
環
と
し
て
、
大
江
川
導
水

堤
工
事
（
図
５
参
照
）
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
が
、
わ
ず

か
約
一
・
二
㎞
区
間
（
現
大
江
排
水
機
場
～
治
水
神
社
）

で
打
切
り
（
中
止
）
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た 

。

■
参
考
文
献

「
海
津
郡
報 

一
号
」
海
津
郡

一
九
〇
一
年
十
月

「
海
津
郡
報 

九
号
」
海
津
郡

一
九
〇
二
年
六
月

『
木
曽
川
下
流
改
修
工
事
の
昔
話
』 

名
井
九
介

（
内
務
省
名
古
屋
土
木
出
張
所
）
　
一
九
三
七
年

『
岐
阜
県
治
水
史 

下
巻
』
岐
阜
県 

一
九
五
三
年

し
て
、
木
曽
川
治
水

の
建
白
書
を
左
院

（
同
年
四
月
に
元
老

院
に
改
組
）
へ
提
出

し
て
お
り
、
翌
４
月

に
内
務
卿
大
久
保
利

通
は
こ
の
建
白
書
を

太
政
大
臣
三
条
実
美

に
上
申
し
ま
し
た
。

高
橋
示
証
は
、
明

治
二
十
八
（
一
八
九

五
）
年
十
二
月
に
岐

阜
県
知
事
樺
山
資す

け

雄お

へ
、
揖
斐
川
の
洪
水
時
で
も
阻
害
さ
れ
な
い
高
須
輪
中

か
ら
の
悪
水
排
水
路
の
設
置
経
路
を
提
案
し
ま
し
た
。

提
案
を
意
訳
す
る
と
、
高
須
輪
中
の
悪
水
排
水
路
を
海

津
町
万
寿
新
田
南
の
江
内
村
（
海
津
町
油
島
）
か
ら
、

油
島
を
締
切
っ
て
千
本
松
原
の
西
に
築
い
た
新
堤
に
沿

わ
せ
、
さ
ら
に
長
島
輪
中
を
掘
割
っ
て
流
下
さ
せ
、
十

万
山
（
現
長
良
川
河
口
堰
周
辺
）
の
東
に
設
け
た
長
良

川
の
西
側
の
河
口
部
で
悪
水
を
排
出
す
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
悪
水
排
水
路
の
経
路
を
、
佐
藤
儀
左
衛
門
ら
は
請

願
書
に
添
付
し
た
の
で
す
。
（
図
４
参
照
）

な
お
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
十
二
月
に
高
橋

示
証
は
、
佐
藤
儀
左
衛
門
を
含
む
地
主
五
名
と
連
名
で

岐
阜
県
知
事
安
楽
兼か

ね

道み
つ

へ
の
木
曽
川
治
水
の
再
願
書
で
、

揖
斐
川
の
流
れ
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
、
長
良
川
右
岸
堤

の
先
端
に
千
間
余
り
の
石
堤
を
築
く
こ
と
を
提
案
し
ま

し
た
。

こ
こ
で
、
請
願
書
に
添
付
さ
れ
た
概
略
図
と
明
治
三

十
五
（
一
九
〇
二
）
年
当
時
の
図
面
と
の
相
違
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
概
略
図
と
当
時
の
図
面
と
の
違
い
は
、

①
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
竣
功
の
木
曽
川
導

流
堤
と
、

②
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
に
地
主
達
に
よ
っ
て

再
興
さ
れ
た
白は

っ

け鶏
新
田
南
の
松ま

つ

蔭か
げ

新
田
［
明
治
二
十
六

（
一
八
九
三
）
年
発
行
の
図
面
（
五
節
で
図
示
）
に
描
か

れ
て
い
る
］
が
未
記
入
で
あ
り
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
、

③
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
完
成
し
た
長
良
・

揖
斐
の
背
割
堤
を
、
伊
勢
大
橋
下
流
か
ら
河
口
部
ま
で

延
長
し
て
い
る
こ
と
、
で
す
。

つ
ま
り
高
橋
示
証
は
、
長
良
川
に
よ
る
揖
斐
川
へ
の

堰
上
げ
が
高
須
輪
中
か
ら
の
排
水
を
大
き
く
阻
害
す
る

と
考
え
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
明
治
三
十
一
（
一
八
九

八
）
年
に
安
楽
知
事
へ
提
出
し
た
再
願
書
で
、
長
良
川

右
岸
側
に
導
流
堤
を
築
く
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
し
た
。

七
．
請
願
書
の
提
出

明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
七
月
に
佐
藤
儀
左
衛

門
外
四
四
六
名
は
、
曾そ

禰ね

荒あ
ら

助す
け

大
蔵
大
臣
に
『
揖
斐
川

下
流
導
水
堤
施
設
に
関
す
る
請
願
書
』
を
提
出
し
、
「
明

治
改
修
計
画
時
に
、
高
須
輪
中
の
悪
水
を
排
出
す
る
排

水
路
を
油
島
（
海
津
市
海
津
町
）
か
ら
下
坂
手
（
桑
名

市
長
島
町
）
ま
で
設
置
す
る
計
画
で
し
た
が
、
施
工
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
、
輪
中
の
排
水
環
境
は
改
修
工
事
後
一
層
悪

化
し
、
水
腐
れ
が
増
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
排
水
路

を
大
江
落
流
末
の
大
江
門
樋
か
ら
伊
勢
湾
口
ま
で
設
置

し
て
頂
き
た
い
」
と
懇
願
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
請
願
書
の
提
出
に
は
、
①
行
政
官
へ
提
出

す
る
以
外
に
、
②
各
院
の
紹
介
議
員
を
介
し
て
貴
族
院

や
衆
議
院
に
提
出
す
る
方
法
が
あ
り
ま
し
た
。

各
議
院
の
請
願
委
員
会
は
、
提
出
さ
れ
た
請
願
書
を

審
査
し
、
採
択
す
べ
き
請
願
書
は
意
見
書
を
付
け
て
本

会
議
へ
送
ら
れ
、
本
会
議
で
さ
ら
に
請
願
書
を
審
査
し
、

採
択
す
る
場
合
は
請
願
書
を
委
員
会
の
意
見
書
と
共
に

政
府
に
送
付
し
て
い
ま
し
た
。

八
．
お
わ
り
に

高
須
輪
中
か
ら
の
悪
水
排
水
路
は
、
将
来
的
な
機
械

排
水
に
期
待
し
た
た
め
か
、
つ
い
に
設
置
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
改
修
工
事
担
当
者
は
、

揖
斐
川
で
の
排
水
不
良
問
題
を
長
良
・
揖
斐
の
背
割
堤

南
端
部
で
の
長
良
川
に
よ
る
堰
上
げ
に
起
因
す
る
考
え
、

分
水
堤
の
設
置
で
対
処
し
た
の
で
し
た
。

下流に江下げした大江川下流に江下げした大江川

引
堤
前
の
七
郷
輪
中
堤
跡

引
堤
前
の
七
郷
輪
中
堤
跡

七

郷

輪

中

七

郷

輪

中

長

良

川

長

良

川

大

江

川

大

江

川

揖

斐

川

揖

斐

川

図５　増補工事による大江川導水堤
<電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成>

導 水 堤

中堤延長

加
路
戸
輪
中

長
島
輪
中

関西鉄道
（現ＪＲ関西本線）

七
郷
輪
中

高
須
輪
中

桑
名

白
鶏
新
田

船頭平閘門

千本松原

図４　請願書に添付された排水路の経路図

佐藤儀左衛門が提出した請願書

〈出典 : 木曽川文庫蔵〉
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研究資料

桑名城下町の食と川の恵み
高知市 民権・文化財課 任期付専門員　　　　　　　
（前桑名市ふるさと多度文学館 館長補佐）　斉

さい

藤
とう

 理
おさむ

桑
名
城
下
町
や
そ
の
周
辺
の
遺
跡
か
ら
は
、
こ
の
地

の
昔
の
住
人
が
食
べ
た
と
考
え
ら
れ
る
貝
の
貝
殻
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
考
古
資
料
か
ら
は
、
人
々
が
実
際
に
ど
の

よ
う
に
貝
を
食
べ
て
い
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
一

方
で
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
『
桑
名
日
記
』
に
は
貝
や

魚
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
く
あ
り
、
当
時
の
人
々
が
そ

れ
ら
を
ど
こ
か
ら
捕
っ
た
り
買
っ
た
り
し
た
か
、
ど
の

よ
う
に
調
理
し
て
い
た
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
桑
名
城
下
町
遺
跡
か
ら
は
、
投
網
に
多
数
付

け
ら
れ
た
錘
を
作
る
た
め
の
石
製
鋳
型
が
三
点
出
土
し

て
お
り
、
投
網
を
趣
味
に
し
て
い
た
武
士
が
残
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

一
．
は
じ
め
に

木
曽
三
川
河
口
部
に
は
古
代
～
近
世
に
か
け
て
様
々

な
遺
跡
が
展
開
し
ま
す
。
沖
積
地
に
立
地
す
る
遺
跡
に

は
動
物
遺
体
が
良
好
に
遺
存
す
る
こ
と
も
あ
り
、
発
掘

調
査
で
は
食

し
ょ
く

物も
つ

残ざ
ん

滓し

と
考
え
ら
れ
る
貝
殻
や
魚
骨
な
ど

も
出
土
し
ま
す
。

本
稿
で
は
発
掘
調
査
の
成
果
な
ど
か
ら
、
主
に
近
世

の
食
生
活
や
漁
の
方
法
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

二
． 

遺
跡
か
ら
出
土
す
る
貝
殻
、

魚
骨

発
掘
調
査
で
動
物
遺
体
を
含
む
堆
積
層
が
見
つ
か
っ

た
三
つ
の
遺
跡
を
紹
介
し
ま
す
。
検
討
す
る
の
は
ブ

ロ
ッ
ク
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
た
資
料
で
、
そ
れ
ぞ
れ
水
洗

選
別
を
行
い
、
貝
殻
、
魚
骨
な
ど
を
抽
出
し
ま
し
た
。

（
一
）
桑
名
城
下
町
遺
跡
外
堀
三
〇
地
点

近
世
遺
跡
で
あ
る
桑
名
城
下
町
遺
跡
の
中
央
や
や
西

よ
り
に
所
在
し
ま
す
。
桑
名
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て

平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
度
に
発
掘
調
査
さ
れ
ま
し

た
。
動
物
遺
体
は
十
九
世
紀
代
の
遺
構
面
の
下
層
か
ら

採
取
さ
れ
た
サ
ン
プ
ル
に
含
ま
れ
て
お
り
、
十
八
世
紀

代
の
年
代
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
ン
プ
ル
は
縦
三

〇
㎝
×
横
三
〇
㎝
×
厚
さ
二
〇
㎝
を
三
件
、
縦
二
〇
㎝

×
横
一
〇
㎝
×
厚
さ
二
〇
㎝
を
一
件
採
取
し
て
い
ま
す
。

貝
類
は
ハ
マ
グ
リ
が
最
も
多
く
全
体
の
五
八
％
で
、

殻か
く

長
ち
ょ
う

値ち

四
〇
～
五
〇
㎜
程
度
が
最
も
多
く
出
土
し
て
い

ま
す
。
ハ
マ
グ
リ
に
次
い
で
多
い
の
が
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

で
三
五
％
、
殻
長
値
は
一
八
～
二
五
㎜
程
度
が
最
も
多

く
出
土
し
て
い
ま
す
。
マ
ガ
キ
は
六
％
で
、
殻か

く

高こ
う

一
〇

〇
㎜
程
度
の
も
の
が
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
一
二

〇
㎜
を
超
え
る
も
の
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
シ
オ
フ
キ
ガ
イ
、
カ
ガ
ミ
ガ
イ
、
巻
貝
な

ど
が
ご
く
少
量
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ガ
ン
、
カ
モ

等
の
鳥
類
や
、
ヒ
ト
、
ウ
マ
、
シ
カ
、
イ
ヌ
、
ネ
ズ
ミ

な
ど
の
哺
乳
類
の
骨
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
二
）
愛あ

た

ご宕
山や

ま

城
跡

木
曽
三
川
河
口
部
の
沖
積
地
を
見
下
ろ
す
段
丘
上
に

立
地
し
ま
す
。
空
堀
、
土
塁
等
を
有
す
る
十
六
世
紀
代

の
中
世
城
館
で
、
桑
名
市
教
育
委

員
会
に
よ
っ
て
平
成
十
七
（
二
〇

〇
五
）
年
度
に
発
掘
調
査
さ
れ
ま

し
た
。
動
物
遺
体
は
十
六
世
紀
後こ

う

葉よ
う

以
降
に
埋
没
し
た
と
考
え
ら
れ

る
廃は

い

棄き

土ど

坑こ
う

か
ら
検
出
さ
れ
、
縦

五
〇
㎝
×
横
三
〇
㎝
×
厚
さ
一
〇

㎝
の
サ
ン
プ
ル
を
一
件
採
取
し
て

い
ま
す
。

貝
類
は
ハ
マ
グ
リ
が
最
も
多
く

全
体
の
六
六
％
で
、
殻
長
値
は
三

五
～
五
〇
㎜
程
度
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ

ミ
は
二
八
％
で
、
殻
長
値
は
一
七

～
一
九
㎜
と
二
三
～
二
四
㎜
の
も

の
が
最
も
多
く
出
土
し
て
い
ま

す
。
マ
ガ
キ
は
四
％
で
、
縁
辺
部

桑名城下町遺跡から出土した貝殻（左）〈出典 : 桑名城下町遺跡外堀30地点発
掘調査報告書〉と『桑名日記』（右）〈提供 :桑名市博物館〉

0 1km1:25000

桑名城跡

桑名城下町遺跡

外堀 30 地点

江場中縄遺跡

愛宕山城跡

遺跡位置図
〈出典 :「国土地理院発行2.5万分1地形図」〉に加筆



9

之
助
が
魚
獲
り
に
熱
中
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
鐐
之

助
が
獲
っ
た
魚
は
「
ど
じ
ょ
う
汁
」、
「
な
ま
ず
の
し
ょ

う
が
溜
付
焼
」、
「
鮒
と
な
ま
ず
の
煮
付
け
」、
「
う
な
き

を
焼
い
て
喰
」、
「
焼
い
て
貰
う
た
も
ろ
こ
に
溜
り
を
か

け
…
…
」
な
ど
と
、
食
用
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
く

確
認
で
き
ま
す
。
他
に
は
、
「
肴
売
七
右
衛
門
」
か
ら

購
入
し
た
、
桑
名
近
郊
で
は
獲
れ
な
い
よ
う
な
マ
グ
ロ
、

の
破
損
に
よ
り
殻
高
を
計
測
で
き
た
も
の
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
最
大
で
一
一
四
㎜
の
も
の
が
出
土
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
シ
オ
フ
キ
ガ
イ
、
カ
ガ
ミ
ガ
イ
、
巻

貝
類
が
ご
く
少
量
出
土
し
て
い
ま
す
。
魚
類
は
コ
イ
科

の
尾
椎
が
一
点
出
土
し
ま
し
た
。

（
三
）
江え

場ば

中な
か

縄な
わ

遺
跡

桑
名
城
下
町
の
南
西
に
所
在
す
る
中
世
遺
跡
で
す
。

桑
名
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）

年
度
に
発
掘
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
動
物
遺
体
は
十
三 

世
紀
中

ち
ゅ
う

葉よ
う

以
降
に
構
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
道
状
の

遺
構
を
形
成
す
る
混
貝
土
層
に
含
ま
れ
て
お
り
、
縦 

三
〇
㎝
×
横
二
〇
㎝
×
厚
さ
一
〇
㎝
、
縦
二
〇
㎝
×
横

一
五
㎝
×
厚
さ
六
㎝
の
サ
ン
プ
ル
を
二
件
ず
つ
採
取
し

て
い
ま
す
。

ハ
マ
グ
リ
が
全
体
の
五
〇
％
、
マ
ガ
キ
が
二
八
％
、

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
が
一
六
％
で
、
そ
の
他
、
ご
く
少
量
の

シ
オ
フ
キ
ガ
イ
、
カ
ガ
ミ
ガ
イ
、
巻
貝
類
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
道
状
遺
構
を
盛
土
す
る
た
め
に
人
為
的
に
破

砕
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
大
半
が
破
片
化
し
て
い
る

た
め
、
殻
長
、
殻
高
の
計
測
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

他
に
、
小
破
片
の
た
め
同
定
で
き
な
か
っ
た
小
型
魚

類
の
椎つ

い

骨こ
つ

片へ
ん

や
、
ウ
マ
の
臼

き
ゅ
う

歯し

も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
三
遺
跡
に
共
通
す
る
特
徴
は
出
土
し
た
貝
殻
の

う
ち
、
ハ
マ
グ
リ
、
シ
ジ
ミ
、
カ
キ
が
全
体
の
九
〇
％

以
上
を
占
め
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
は
河
口
域
か
ら
潮

間
帯
に
生
息
す
る
種
類
で
、
遺
跡
周
辺
で
比
較
的
容
易

に
採
取
で
き
る
も
の
で
す
。

稚
貝
は
確
認
さ
れ
ず
、
食
用
に
適
さ
な
い
で
あ
ろ
う

小
型
の
も
の
の
出
土
も
き
わ
め
て
少
量
で
し
た
。
一
般

的
に
食
用
に
す
る
貝
で
も
あ
り
、
食
用
に
し
た
も
の
の

残
滓
と
考
え
て
い
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も

貝
殻
が
見
つ
か
っ
た
遺
跡
は
多
い
の
で
す
が
、
埋
没
年

代
が
わ
か
り
、
定
量
的
な
検
討
に
よ
っ
て
食
用
と
類
推

で
き
る
の
は
こ
の
三
遺
跡
で
す
。

三
．
桑
名
城
下
町
の
食

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る

貝
殻
の
う
ち
、
実
際
に
食
用
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も

の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
出
土
資

料
か
ら
は
実
際
に
ど
の
よ
う
に
食
べ
た
の
か
、
ど
ん
な

調
理
を
し
た
の
か
が
わ
か
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。

焼
き
ハ
マ
グ
リ
な
ら
火
に
か
け
た
痕
跡
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
が
、
貝
殻
が
焼
け
焦
げ
る
ほ

ど
は
焼
か
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
や
は
り
痕
跡
は
残

り
ま
せ
ん
。
焼
け
焦
げ
た
ハ
マ
グ
リ
が
見
つ
か
っ
た
と

し
た
ら
、
別
の
要
因
を
考
え
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。

近
世
の
桑
名
藩
米
蔵
の
出
納
役
だ
っ
た
渡わ

た

部な
べ

平へ
い

太だ

夫ゆ
う

政ま
さ

通み
ち

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
桑
名
日
記
』
と
い
う
江
戸

時
代
の
日
記
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
桑
名
藩
飛
び
地
の

越
後
柏
崎
陣
屋
（
現
新
潟
県
柏
崎
市
）
に
赴
任
し
た
養
子

勝か
つ

之の

助す
け

と
、
近
況
を
記
し
た
日
記
を
交
換
し
て
い
た
も

の
で
、
天て

ん

保ぽ
う

十
（
一
八
三
九
）
年
二
月
二
十
四
日
か
ら
、

嘉か

永え
い

元
（
一
八
四
八
）
年
三
月
四
日
ま
で
の
約
九
年
間
、

ほ
ぼ
毎
日
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
『
桑
名
日
記
』

か
ら
、
貝
や
魚
に
関
す
る
主
な
記
述
を
挙
げ
ま
す
。

（
一
）
貝
類

貝
類
の
記
述
は
三
十
七
か
所
と
さ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ハ
マ
グ
リ
に
は
「
う
し
お
煮
」「
吸
い
物
」「
時

雨
煮
」「
時
雨
蛤
鮓
」
な
ど
、
シ
ジ
ミ
に
は
「
吸
い
物
」

な
ど
、
調
理
法
が
わ
か
る
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ハ
マ
グ
リ
を
釣
り
餌
に
し
た
よ
う
で
、
「
釣
に
つ
れ
て

行
な
る
か
ら
蛤
買
て
き
て
く
ん
な
へ 

…
…
（
中
略
）

…
… 

蛤
を
細
か
に
切
て
や
る
」、
「
は
ぜ
釣
に
行
。
…
…

（
中
略
）
…
…
蛤
を
切
刃
物
を
く
れ
…
…
」
な
ど
の
記

述
も
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ハ
マ
グ
リ
は
魚
売
り
で
あ
る
「
肴

さ
か
な

売う
り

七し

ち右

衛え

門も
ん

」
か
ら
購
入
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
女
性

や
子
ど
も
中
心
の
「
蛤
拾
い
」
も
行
わ
れ
て
お
り
、
平

太
夫
の
孫
で
あ
る
鐐

り
ょ
う

之の

助す
け

少
年
が
「
五
、
六
合
取
て
く

る
」
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

シ
ジ
ミ
も
ハ
マ
グ
リ
同
様
に
採
集
し
て
く
る
こ
と
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
ア
ワ
ビ
は
魚
売
り
か
ら
買
っ

て
い
ま
し
た
。
遺
跡
か
ら
は
一
定
量
出
土
し
て
い
る
マ

ガ
キ
に
つ
い
て
は
記
述
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
二
）
魚
類

魚
類
の
記
述
は
三
百
四
十
七
か
所
で
、
ウ
ナ
ギ
、
ハ

ゼ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、

フ
ナ
、
モ
ロ
コ
、

ナ
マ
ズ
等
、
近
く

の
河
川
、
湖
沼
か

ら
採
取
で
き
る
も

の
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
要
因

の
一
つ
に
は
、
鐐

50
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28
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6

0
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6

1.2
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0 20 40 60 80 100

江場貝戸遺跡

愛宕山城跡

外堀30

ハマグリ シジミ マガキ シオフキガイ その他

貝類の出土比率

『桑名日記』記載の魚類

『桑名日記』記載の貝類

うなぎ ３４ たこ ９ にしん ３ うぐい １

はぜ ３０ ひらめ ８ たなご ３ 砂魚 １

どじょう ２８ あゆ ７ するめ ３ さめ １

ふな ２７ こい ７ なまりぶし ３ 海鯉 １

もろこ ２２ いか ６ 数の子 ３ このしろ １

なまず １９ 川魚 ５ 黒鯛 ３ さんま干物 １

いわし １４ 塩ます ５ ます ２ 干鰯 １

まぐろ １３ えび ４ 魚類 ２ 塩魚 １

ぶり １２ ぼら ４ こんぶ ２ 塩引のすし １

塩引 １０ しらうお ４ くじら ２ あじ １

はや １０ かつおぶし ４ めだか １ ぎす １

かつお 　９ たら干物 ４ いさざ １ 魚 １

たい 　９ いなだ ３ でんぷく １ 合計 ３４７

はまぐり １７

あわび 　７

しじみ 　５

まてがい 　３

時雨蛤すし 　３

赤貝 　１

ししび 　１

合計 ３７
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■
参
考
文
献

『
桑
名
日
記
』
一
～
四

　
　
　
澤
下
春
男
・
澤
下
能
親
校
訂

澤
下
春
男
、
澤
下
能
親
　
一
九
八
四
年

『
影
印
三
重
縣
水
産
図
説
』
財
団
法
人
東
海
水
産

科
学
協
会
・
海
の
博
物
館
　
一
九
八
五
年

『
鸚
鵡
籠
中
記
』
　
　
名
古
屋
市
教
育
委
員
会

一
九
六
五
～
一
九
六
九
年

『
葦
火
』
五
四
号
　
「
網
の
錘
」
久
保
和
士

財
団
法
人
大
阪
文
化
財
協
会
　
一
九
九
五
年

『
桑
名
城
下
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

外
堀
三
〇
地
点
』
　
　

桑
名
市
教
育
委
員
会
　
二
〇
〇
四
年

『
愛
宕
山
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

桑
名
市
教
育
委
員
会
　
二
〇
〇
六
年

『
桑
名
市
文
化
財
調
査
報
告
書 

平
成
十
六
年
度
』

桑
名
市
教
育
委
員
会
　
二
〇
〇
七
年

『
関
西
近
世
考
古
学
研
究
』
二
六

　 

「
桑
名
城
下
町
の
食
を
考
え
る

　
　
　
―

土
器
と
動
物
遺
体
の
検
討
か
ら

―
」

須
藤
梢
・
斉
藤
理
　
二
〇
一
九
年

カ
ツ
オ
な
ど
の
外
洋
性
の
魚
類
や
、
タ
ラ
や
サ
ン
マ
の

干
物
、
塩
引
、
塩
マ
ス
な
ど
の
加
工
品
も
食
べ
て
い
ま

す
。

四
．
漁
の
道
具

『
桑
名
日
記
』
に
よ
る
と
、
様
々
な
貝
、
魚
を
食
べ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
近
在

で
獲
れ
る
貝
や
魚
は
、
渡
部
平
太
夫
の
孫
で
あ
る
鐐
之

助
ら
が
獲
っ
て
い
た
記
述
も
あ
り
ま
す
。
で
は
、
鐐
之

助
は
ど
の
よ
う
に
獲
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
釣
り
ニ
弁
当
を
持
て
出
か
け
…
…
」「
さ
て
〔
さ
で

網
〕
持
行
う
な
き
四
本
す
く
う
て
く
る
」
な
ど
、
釣
り

に
行
く
記
述
は
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
鐐
之
助
少
年
は
桑

名
城
の
堀
や
近
く
の
川
に
、
毎
日
の
よ
う
に
「
す
く
い
」

「
茶
碗
ふ
せ
」「
殺
生
」
と
い
っ
た
魚
と
り
に
出
か
け
、

遅
く
な
っ
て
も
帰
宅
せ
ず
、
平
太
夫
が
心
配
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
鐐
之
助
は
七
～
八
歳
な
の
で
、
こ
れ

が
一
般
的
な
漁
の
方
法
と
は
考
え
に
く
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
あ
く
ま
で
趣
味
、
遊
び
の
範
疇
だ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

元げ
ん

禄ろ
く

・
宝ほ

う

永え
い

年
間
に
書
か
れ
た
も
の
で
若
干
年
代
は

遡
り
ま
す
が
、
尾
張
藩
御
畳
奉
行
朝あ

さ

日ひ

文ぶ
ん

左ざ

衛え

門も
ん

の
日

記
で
あ
る
『
鸚お

う

鵡む

籠ろ
う

中
ち
ゅ
う

記き

』
に
も
数
か
所
に
同
じ
よ
う

な
記
述
が
あ
り
ま
す
。
文
左
衛
門
は
釣
り
竿
で
の
釣
り
、

四よ
つ

手で

網あ
み

、
天て

ん

目も
く

伏ふ

せ
な
ど
の
ほ
か
、
投
網
を
打
つ
な
ど
、

か
な
り
本
格
的
で
し
た
。

前
述
の
桑
名
城
下
町
遺
跡
外
堀
三
〇
地
点
で
は
、
投

網
の
錘
の
石
製
鋳
型
が
三
点
出
土
し
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
一
点
は
十
八
～
十
九
世
紀
頃
の
堆
積
層
か
ら
出
土

し
た
も
の
で
す
。
投
網
は
網
を
水
面
に
広
が
る
よ
う
に

投
げ
、
錘
の
重
さ
で
水
中
に
沈
下
さ
せ
て
中
に
入
っ
た

魚
を
捕
ら
え
る
も
の
で
す
。
水
中
に
同
じ
速
さ
で
素
早

く
沈
ま
な
い
と
魚
が
逃
げ
て
し
ま
う
の
で
、
比
重
が
大

き
く
融
点
の
低
い
鉛
を
溶
か
し
て
、
同
じ
大
き
さ
、
重

さ
の
錘
を
網
に
付
け
ま
し
た
。

明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
に
発
行
さ
れ
た
『
三
重

縣
水
産
図
説
』
に
は
網
に
取
り
付
け
た
、
実
際
の
使
用

方
法
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
鋳
型
自
体
の
大
き
さ
は

縦
一
〇
・
五
㎝
×
横
五
・
四
㎝
×
厚
さ
三
・
七
㎝
で
、

箪
笥
の
引
手
金
具
の
よ
う
な
形
を
し
た
錘
の
型
が
一
点

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
同
様
の
鋳
型
は
大
阪
、
江
戸
な
ど

で
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
資
料
な
ど
か
ら
人
間
と
動
物

と
の
関
わ
り
を
研
究
さ
れ
た
久
保
和
士
さ
ん
は
、
大
阪

か
ら
出
土
し
た
鋳
型
を
石
膏
で
復
元
し
、
実
際
に
錘
を

作
っ
て
い
ま
す
。
錘
の
型
は
二
種
類
あ
り
、
長
さ
六
㎝

×
太
さ
〇
・
七
㎝
の
型
か
ら
二
二
ｇ
、
長
さ
六
・
三
㎝

×
太
さ
〇
・
八
㎝
の
型
か
ら
は
二
六
ｇ
の
錘
が
で
き
ま

し
た
。
久
保
さ
ん
が
行
っ
た
三
重
県
桑
名
市
長
島
町
の

漁
師
さ
ん
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
長
さ
九
ｍ
の
投

網
に
約
百
五
十
個
の
錘
を
付
け
る
そ
う
で
す
。
錘
百
五

十
個
分
の
重
さ
で
あ
る
三
・
三
～
三
・
九
㎏
に
網
自
体

の
重
さ
を
足
し
た
四
㎏
以
上
あ
る
網
を
、
水
面
に
広
が

る
よ
う
に
投
げ
る
の
は
か
な
り
の
熟
練
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。

外
堀
三
〇
地
点
で
出
土
し
た
鋳
型
で
錘
を
作
っ
た
人

が
誰
な
の
か
は
、
発
掘
調
査
か
ら
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
外
堀
地
区
と
い
う
桑
名
城
下
町
の
武
家
居
住
地

か
ら
出
土
し
て
い
る
の
で
、
朝
日
文
左
衛
門
の
よ
う
に

投
網
を
趣
味
に
し
て
い
た
武
士
の
も
の
だ
っ
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
錘
を
自
作
す
る
ほ
ど
熱
中
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

五
．
お
わ
り
に

近
く
の
川
や
海
か
ら
比
較
的
容
易
に
獲
れ
る
貝
や
魚

は
、
近
世
以
前
の
日
本
人
に
と
っ
て
貴
重
な
タ
ン
パ
ク

源
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
川
と
、
川
の

働
き
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
る
里
海
は
、
人
々
の
生
活
を

支
え
る
極
め
て
重
要
な
も
の
で
し
た
。
伊
勢
湾
沿
岸
部

は
、
そ
う
し
た
川
か
ら
の
恵
み
を
受
け
取
る
こ
と
の
で

き
る
豊
か
な
地
域
だ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

本
稿
で
は
、
調
査
事
例
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
文

献
資
料
な
ど
も
使
い
な
が
ら
、
何
が
食
べ
ら
れ
て
い
た

か
と
い
う
、
近
世
の
食
生
活
の
一
端
を
紹
介
す
る
に
留

ま
り
ま
し
た
。
今
後
、
定
量
的
に
検
討
の
で
き
る
調
査

例
が
増
加
す
れ
ば
、
採
捕
時
期
や
季
節
性
の
推
定
、
遺

跡
相
互
の
比
較
に
よ
る
地
域
性
の
抽
出
な
ど
も
可
能
と

な
り
、
よ
り
詳
細
な
食
生
活
の
復
元
が
で
き
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

外堀30地点出土石製鋳型
〈出典 :桑名城下町遺跡外堀30地点発掘調査報告書〉

投網の錘　〈出典 :『影印三重縣水産図説』〉
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文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
五
月
の
こ
と
。
飯
田
の
釣
り
好
き
の
男
が

妻
籠
の
蘭
川
で
釣
り
を
し
て
い
た
際
、
手
ご
ろ
な
石
に
の
ぼ
っ
た
と
こ

ろ
、
な
ぜ
か
振
り
落
と
さ
れ
る
よ
う
に
川
中
へ
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。

男
は
不
思
議
に
思
っ
て
そ
の
石
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
な
ん
と
石
に

お
地
蔵
様
の
寝
姿
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
た
村
人
た
ち
も
び
っ

く
り
し
、
「
お
地
蔵
様
が
川
の
中
か
ら
出
現
し
た
！
」
と
大
騒
ぎ
に
な
り

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
川
の
中

で
石
を
供
養
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ま

ま
で
は
恐
れ
多
い
と
、
村
人
た
ち
は
川
か

ら
引
き
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

宿
場
や
村
中
で
相
談
し
、
妻
籠
に
あ

る
光
徳
寺
の
門
前
に
お
堂
を
建
て
る
こ
と

に
し
、
石
工
に
長
け
て
い
た
当
時
の
住
職

で
あ
っ
た
中
外
和
尚
を
は
じ
め
住
民
ら
が

協
力
し
て
石
を
地
蔵
堂
ま
で
運
び
、
「
延

命
地
蔵
」
と
し
て
祀
っ
た
そ
う
で
す
。

毎
年
四
月
二
十
三
日
、
二
十

四
日
に
は
、
地
区
を
あ
げ
て
の

例
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
祭

り
の
頃
、
お
地
蔵
様
か
ら
水
が

染
み
出
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

（
寒
暖
差
に
よ
り
結
露
す
る
）

こ
と
か
ら
別
名
「
汗
か
き
地
蔵
」

と
呼
ば
れ
、
人
々
の
苦
難
を
一

身
に
受
け
て
軽
く
し
て
く
れ
る

と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 出
典
：
『
南
木
曽
町
誌

　通
史
編
』

　

　
　
　
　
　
　
　
　昭
和
五
十
七
年

　

 

南
木
曽
町
誌
編
さ
ん
委
員
会

光徳寺の堂内に安置されている「お地蔵様の寝姿が

浮かび出ている石（直径 2m ほど）

　一般的なモルタルは、セメントと砂に水を加え練り混ぜた「セメントモルタル」で、塗装・

煉瓦積み・タイル貼り・コンクリートの補修などに使用されます。明治時代のモルタルには、

「膠泥」という漢字が使われています。「こうでい」と読ませる場合もあるようですが、土木書

では「モルター」や「モルタル」とふりがなが振られています。煉瓦積の際、モルタルを煉瓦

と煉瓦の間に挟み積んでゆきますが、この部分を目地といい、煉瓦同士の接着だけでなく、

煉瓦の僅かな寸法違いの調整・緩衝材・防水の役割もあります。

　明治時代の目地は、セメントモルタルだけでなく、煉瓦の原料土を使った「とろ目地（泥目

地からの転化とも言われている）」や、石灰モルタルを使った「漆喰目地（石灰目地とも呼ばれ

ている）」など色々ありました。そして、煉瓦積表面の仕上げにあたる「化粧目地」も、「平目地

（図1の①）」以外に、沈み込む形（②）・斜め（③④）・筋状の凹凸（⑤～⑦）など様々な形があり、その目地色も、色々ありました。

　化粧目地の一つに、職人の腕が試される「覆輪目地（ふくりんめじ：図1の⑧）」

というものがあります。この技の伝承は途絶えていたのですが、2007年から始

まった東京駅復元工事においては、苦心の末に再現されました。この時には、目地

の交差部（写真1の黄色丸）に「かえる股」と呼ばれる高度な技も施されています。

　さて、船頭平閘門の目地は？というと、化粧目地の部分が白色をしているので、

もしかしたら、石灰や白い砂等を配合したモルタルを使う「白目地」の仕上げが施

されているのかもしれません。

図1　化粧目地の断面
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②  

③  
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写真1　東京駅の覆輪目地


